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は
じ
め
に

　
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
サ
ン
・
ロ
レ
ン
ツ
ォ
教
会
に
あ
る
メ
デ
ィ
チ
家
礼
拝
堂
は

図
像
解
釈
学
に
と
っ
て
試
練
の
場
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
単
に
芸
術
的
要
因
だ
け

で
な
く
、
政
治
的
要
因
が
こ
の
礼
拝
堂
整
備
に
か
ら
む
か
ら
で
あ
る
。
エ
ト
ル

ス
ク
、
古
典
古
代
、
中
世
の
文
化
が
混
交
す
る
様
々
の
彫
刻
と
、
特
異
な
礼
拝

形
式
の
メ
デ
ィ
チ
家
礼
拝
堂
は
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
に
よ
っ
て
未
完
成
の
ま
ま
残

さ
れ
、
メ
デ
ィ
チ
家
御
用
芸
術
家
グ
ァ
ザ
ー
リ
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
。
メ
デ

ィ
チ
家
は
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
公
爵
と
な
り
、
王
朝
的
な
支
配
体
制
を
と
る
に

至
り
、
共
和
主
義
者
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
は
ロ
ー
マ
に
去
っ
て
、
メ
デ
ィ
チ
家
へ

の
協
力
を
拒
否
し
た
。
礼
拝
堂
の
構
成
理
念
を
巡
る
論
争
は
こ
の
複
雑
な
要
因

か
ら
生
ま
れ
る
。

　
特
に
こ
の
礼
拝
堂
の
解
釈
を
混
沌
と
さ
せ
る
の
は
、
凹
二
人
の
公
爵
像
、
「
四

つ
の
時
」
め
寓
意
像
四
体
、
そ
し
て
完
成
さ
れ
な
か
っ
た
「
河
の
神
」
で
あ

る
。
そ
れ
ら
を
哲
学
、
政
治
、
宗
教
の
い
ず
れ
の
観
点
か
ら
見
る
か
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

か
な
り
違
っ
た
解
釈
が
こ
れ
ま
で
に
提
起
さ
れ
た
。
四
性
論
及
び
新
プ
ラ
ト
ン

　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

主
義
に
基
づ
く
宇
宙
論
、
そ
れ
に
真
っ
向
か
ら
反
発
し
た
王
朝
的
な
メ
デ
ィ
チ

　
　
　
　
　
（
3
）

家
賛
美
の
理
念
、
伝
統
的
な
授
乳
の
聖
偲
の
図
像
に
基
づ
く
解
釈
な
ど
、
と
き

に
は
激
し
い
論
争
に
な
っ
た
。
本
稿
で
は
、
特
に
宇
宙
論
を
中
心
に
し
た
解
釈

を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
新
し
い
研
究
成
果
を
踏
ま
え
て
、
今
後
の
研
究
へ
の

新
た
な
方
法
を
示
唆
し
て
み
た
い
。

「
一
日
の
四
つ
の
時
」
の
形
態

　
メ
デ
ィ
チ
家
礼
拝
堂
で
は
祭
壇
に
向
か
っ
て
、
右
壁
面
に
「
ヌ
ム
ー
ル
公
爵

ジ
ュ
リ
ア
ー
ノ
」
の
座
像
と
そ
の
下
の
石
棺
に
横
臥
し
た
裸
体
彫
刻
「
夜
」
及

び
「
昼
」
（
図
版
1
）
と
が
あ
る
。
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「
夜
」
（
ピ
笛
乞
。
暮
①
）
は
窮
屈
な
姿
勢
を
し
た
女
性
で
あ
る
。
右
腕
の
肘
は

曲
げ
た
筋
肉
質
の
左
太
股
に
載
せ
ら
れ
、
右
手
は
う
な
だ
れ
た
頭
に
当
て
ら
れ

て
い
る
。
垂
れ
始
め
た
乳
房
、
弛
ん
だ
腹
は
、
老
齢
初
期
を
示
す
。
こ
の
姿
勢

で
は
十
分
眠
れ
ず
、
う
と
う
と
し
て
夢
を
み
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
四
つ
の
裸

体
像
の
う
ち
、
彼
女
だ
け
が
多
く
の
標
識
（
ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
）
を
持
つ
。
星

と
三
日
月
の
頭
髪
飾
り
、
額
の
紐
、
右
足
の
下
の
ケ
シ
の
花
束
、
そ
の
横
の
フ

ク
ロ
ウ
、
湾
曲
し
た
寝
台
の
背
後
の
サ
テ
ユ
ロ
ス
の
よ
う
な
仮
面
。
こ
れ
ら
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

て
は
夜
の
象
徴
で
あ
る
。
ト
ル
ナ
イ
は
、
ケ
シ
を
夢
ま
た
は
多
産
、
仮
面
サ
テ

ユ
ロ
ス
の
官
能
性
の
象
徴
と
考
え
、
彼
女
が
叶
わ
ぬ
妊
娠
を
夢
み
て
い
る
、
と

灘
難
藻
灘
．
懸

、
懸
瀧
・

撚
耀

　
　
　
　
　
℃
　
　
　
　
　
　
　
　
、

．
灘
、

「ジュリアーノ」「夜」と「昼」図1

v
譲
、’

難
燃

繋欝i叢馨馨繋灘麟龍

門2　古代彫刻「レダ」の模写

　　ベルリン国立図書館

解
釈
す
る
。

仮
面
は
リ
ー

パ
に
よ
れ
ば

誤
謬
の
象
徴

だ
か
ら
で
あ

る
。
「
夜
」
の

形
態
は
彫
刻

「
レ
ダ
」
か

ら
借
用
さ
れ

た
に
違
い
な

い
。
白
鳥
を

股
の
間
に
挾
ん
で
、
接
吻
し
て
い
る
古
代
レ
リ
ー
フ
彫
刻
「
レ
ダ
」
の
十
六

世
紀
の
模
写
（
ベ
ル
リ
ン
の
国
立
図
書
館
の
O
o
α
o
×
距
o
q
響
き
島
、
図
2
）

と
比
較
す
る
と
、
両
手
の
表
現
が
罷
っ
た
「
夜
」
は
、
妊
娠
に
必
要
な
相
手
も

な
く
頭
を
抱
え
て
、
苦
悶
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
白
鳥
は
フ
ク
ロ
ウ
に

代
る
。
こ
の
よ
う
に
多
産
と
関
連
す
る
か
ら
、
シ
ュ
タ
イ
ン
マ
ン
は
、
「
夜
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

に
四
性
論
の
う
ち
の
多
血
質
（
四
元
素
の
空
気
、
四
季
）
の
春
を
み
る
。

　
「
昼
」
（
　
〇
一
〇
筥
。
）
も
窮
屈
な
横
臥
姿
勢
を
し
て
い
る
。
右
脚
に
交
差
し

た
左
足
、
左
脚
の
付
け
根
に
置
か
れ
た
右
腕
の
肘
、
九
十
度
曲
り
正
面
を
見
る

顔
。
胸
の
上
で
横
切
る
右
腕
、
背
中
の
方
に
回
っ
て
反
っ
た
手
の
平
。
背
中
に

回
っ
て
反
る
手
の
モ
テ
ィ
ー
フ
は
初
期
の
作
品
「
階
段
の
聖
母
」
（
カ
ー
サ
・
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ブ
オ
ナ
ル
ロ
ー
テ
ィ
）
に
既
に
使
用
さ
れ
て
い
た
。
未
完
成
の
ま
ま
残
さ
れ
た

顔
の
鼻
の
付
け
根
に
は
侮
蔑
の
た
め
か
大
き
な
し
わ
が
き
ざ
ま
れ
て
い
る
。
こ

の
ヘ
ラ
ク
レ
ス
の
よ
う
な
こ
の
彫
像
の
激
し
い
ね
じ
れ
の
効
果
に
怒
り
と
反
逆

の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
。
シ
ュ
タ
イ
ン
マ
ン
は
、
こ
の
激
し
い
怒
り
の
表
現
か

ら
、
こ
の
像
に
胆
汁
質
（
O
げ
O
一
①
同
一
〇
）
、
火
、
夏
を
想
定
す
る
。

　
祭
壇
に
向
か
っ
て
左
壁
面
に
は
「
ウ
ル
ビ
ー
ノ
公
爵
ロ
レ
ン
ツ
ォ
」
座
像
と

そ
の
下
の
石
棺
に
横
臥
し
た
裸
体
彫
刻
「
夕
」
及
び
「
曙
」
（
挿
図
3
）
と
が
あ

る
。
「
夕
」
も
頑
丈
な
体
を
し
て
い
る
が
、
「
昼
」
に
比
べ
て
老
齢
化
し
、
疲
労

困
ぱ
い
の
呈
で
気
力
を
失
い
う
な
だ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
シ
ュ
タ
イ

「ロレンツォ」

「夕」と「曙」

図3

ン
マ
ン
は
、
そ
の
無
気
力
に
粘
液
質
（
堀
詰
o
o
q
日
葺
凶
。
．
、
粘
液
質
．
．
と
い
う
意
味

は
同
時
に
．
．
無
気
力
．
．
を
意
味
す
る
）
を
み
る
。
標
識
は
一
切
な
い
。

　
「
曙
」
（
一
導
　
b
置
同
O
「
P
）
は
、
長
く
体
を
伸
ば
し
て
シ
ー
ツ
の
上
に
横
臥
し
て

い
る
が
、
背
中
の
ヴ
ェ
ー
ル
　
（
シ
ュ
タ
イ
ン
マ
ン
の
説
で
は
．
、
喪
の
象
徴
．
．
）

を
取
ろ
う
と
右
手
を
背
後
に
伸
ば
し
、
左
腕
で
体
を
支
え
る
。
頭
に
は
、
重
た

く
大
き
な
金
属
製
の
シ
ョ
ー
ル
留
め
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
大
腿
部
は
滑
ら
か

で
ふ
く
よ
か
で
あ
る
が
、
右
を
向
い
た
顔
は
、
眉
間
に
し
わ
を
寄
せ
て
し
か
め

て
い
る
。
処
女
の
よ
う
に
突
出
し
た
乳
房
は
、
「
夜
」
と
対
照
的
で
あ
る
。
乳

房
に
は
、
ル
ー
グ
ル
の
「
奴
隷
」
同
様
に
、
細
い
帯
び
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

左
脚
は
シ
ー
ツ
を
押
し
て
立
ち
上
が
ろ
う
と
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
ト

ル
ナ
イ
は
、
空
し
く
彼
を
待
つ
女
性
、
と
特
徴
付
け
て
い
る
。
シ
ュ
タ
イ
ン
マ

ン
は
「
曙
」
に
憂
欝
質
を
み
て
い
る
。
ト
ル
ナ
イ
は
こ
の
「
曙
」
の
モ
テ
ィ
ー

フ
に
河
の
神
、
も
し
く
は
「
セ
プ
テ
ィ
ミ
ウ
ス
・
セ
ウ
ェ
ル
ス
」
の
凱
旋
門
の

山
の
神
を
見
て
い
る
。

　
以
上
の
構
成
に
関
し
て
四
性
論
の
立
場
を
強
調
し
、
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂

の
「
裸
体
の
若
者
た
ち
」
の
形
と
関
係
付
け
を
し
た
の
は
東
北
大
学
の
田
中
英

道
氏
で
あ
儒
）
こ
の
指
摘
は
大
変
興
味
深
い
と
い
え
る
・
し
か
し
、
田
中
氏
の

解
釈
は
必
ず
し
も
メ
デ
ィ
チ
家
礼
拝
堂
の
問
題
解
明
に
は
向
か
っ
て
い
な
い
。

四
二
論
に
関
す
る
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
自
身
の
証
言
は
一
切
な
い
が
、
ミ
ケ
ラ
ン

ジ
ェ
ロ
の
造
形
を
四
性
論
で
公
式
化
し
、
そ
れ
ら
を
使
用
し
た
チ
ェ
リ
ー
二
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

ち
の
よ
う
な
二
、
三
流
の
芸
術
家
が
確
か
に
い
た
し
、
当
時
で
は
占
星
術
と
と



12

@
　
も
に
四
部
論
は
確
か
に
流
行
し
か
け
て
い
た
し
、

1　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
　
入
り
込
ん
で
い
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
ろ
う
。

キ
リ
ス
ト
教
会
の
内
部
に
も

二
　
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
の
宇
宙
論

　
「
一
日
の
四
つ
の
時
」
は
古
代
彫
刻
の
河
の
神
や
レ
ダ
な
ど
を
模
倣
し
て
制

作
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
異
教
的
な
モ
ィ
ー
フ
が
中
世
か
ら
ミ
ケ
ラ
ン

ジ
ェ
ロ
以
前
ま
で
の
キ
リ
ス
ト
教
会
に
お
け
る
墓
碑
の
石
棺
の
上
で
使
用
さ
れ

た
こ
と
は
殆
ど
な
い
。
メ
デ
ィ
チ
家
礼
拝
堂
に
お
い
て
こ
の
異
教
的
な
モ
テ
ィ

ー
フ
の
採
用
が
許
さ
れ
た
の
は
な
ぜ
な
の
か
、
と
い
う
問
い
が
生
じ
る
。
そ
れ

は
メ
デ
ィ
チ
家
が
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
の
牙
城
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
、
と
い

う
考
え
は
一
応
誰
で
も
思
い
付
く
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
新
プ
ラ
ト

ン
主
義
的
解
釈
に
お
い
て
、
四
つ
の
寓
意
像
は
四
性
論
と
結
び
付
く
こ
と
に
な

る
。
こ
の
考
え
は
、
こ
れ
ら
の
寓
意
像
を
礼
拝
堂
建
設
の
全
体
の
構
想
の
中
で

位
置
付
け
る
と
い
う
功
績
を
残
し
た
。
こ
の
関
連
の
中
で
、
予
定
さ
れ
て
は
い

た
が
未
完
成
に
終
わ
っ
た
「
河
の
神
」
が
重
要
な
ヒ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
解
釈
の
典
型
は
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
に
よ
っ
て
方
程
式
化
に
さ
れ

（
9
）

た
。
こ
の
博
識
な
学
者
は
、
石
棺
の
下
に
置
か
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
「
河
の

神
」
を
《
あ
ら
ゆ
る
悪
の
象
徴
で
あ
る
》
ハ
デ
ス
の
四
つ
の
河
、
す
な
わ
ち
、

ア
ケ
ロ
ン
河
、
ス
テ
ユ
ク
ス
河
、
フ
レ
ゲ
ト
ン
河
、
コ
キ
ュ
ト
ス
河
と
同
一
視

し
た
。
ラ
ン
デ
ィ
ー
ノ
や
ピ
コ
の
よ
う
な
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
新
プ
ラ
ト
ン
主
義

者
た
ち
は
、
誕
生
の
と
き
人
間
の
魂
の
幸
福
を
破
壊
し
、
魂
を
奴
隷
化
す
る
四

重
の
純
粋
物
質
の
領
域
を
《
地
下
の
世
界
》
と
呼
び
、
肉
体
に
《
閉
じ
込
め
ら

れ
て
い
る
》
問
の
人
間
の
魂
の
存
在
を
《
冥
界
の
住
人
の
許
》
で
の
生
活
に
な

ぞ
ら
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
物
質
と
形
相
か
ら
一
時
的
に

結
合
し
た
時
間
の
あ
る
自
然
の
領
域
（
地
上
世
界
）
を
象
徴
す
る
の
は
コ
日

の
四
つ
の
時
」
で
あ
る
、
と
解
釈
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
公
爵
と
「
夜
」

「
昼
」
と
の
組
合
せ
及
び
そ
の
意
義
を
示
唆
し
た
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
散
文
詩

《
昼
と
夜
が
語
っ
て
、
言
う
。
我
々
の
す
ば
や
い
動
き
で
ジ
ュ
リ
ア
ー
ノ
公
を

死
に
導
い
た
。
云
々
》
が
示
し
て
い
る
と
い
う
。

　
以
上
か
ら
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
思
想
家
が
見
た
か
も
し
れ

な
い
「
河
の
神
」
と
コ
日
の
四
つ
の
時
」
と
の
内
的
関
連
を
指
摘
し
て
、
次

の
よ
う
に
元
素
・
気
質
・
季
節
と
関
連
し
た
図
式
化
を
試
み
た
。

寓
意
像
　
ハ
デ
ス
の
四
河
　
　
　
　
　
　
元
素
・
気
質
・
季
節
・
一
日

「
曙
」
（
喜
び
の
な
い
）
ア
ケ
ロ
ン
河
…
…
…
大
気
。
多
血
質
・
春
・
朝

「
昼
」
（
燃
え
あ
が
る
）
フ
レ
ゲ
ト
ン
河
…
…
火
・
胆
汁
質
・
夏
・
昼

「
夕
」
（
悲
嘆
に
く
れ
る
）
ス
テ
ユ
ク
ス
河
…
土
・
憂
欝
質
・
秋
・
薄
闇

「
夜
」
（
涙
の
沼
）
コ
キ
ュ
ト
ス
河
…
…
…
…
水
。
粘
液
質
・
冬
。
夜

　
こ
の
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
解
釈
に
は
す
で
に
み
た
シ
ュ
タ
イ
ン
マ
ン
の
意
見
と

の
食
い
早
い
が
あ
る
し
、
し
か
も
四
冷
す
べ
て
が
憂
欝
そ
う
に
見
え
る
。
そ
こ

で
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
、
当
時
の
鑑
賞
者
は
こ
れ
ら
の
像
に
四
つ
の
気
質
に
よ
る

憂
欝
質
を
見
た
に
ち
が
い
な
い
、
と
し
て
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
特
殊
性
を
強
調
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し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
図
式
の
中
で
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
、
二
人
の
公
爵
像

と
時
の
寓
意
像
と
を
関
連
付
け
て
い
る
。
閉
ざ
さ
れ
た
窮
屈
な
造
形
の
「
ロ
レ

ン
ツ
ォ
」
は
サ
ト
ゥ
ル
ヌ
ス
的
特
徴
（
暗
い
顔
、
吝
齎
を
示
す
金
庫
と
こ
う
も

り
の
装
飾
）
を
も
ち
、
伸
び
伸
び
し
て
開
か
れ
た
造
形
の
「
ジ
ュ
リ
ア
ー
ノ
」

は
ユ
ピ
テ
ル
的
特
徴
（
王
侯
に
ふ
さ
わ
し
い
錫
杖
、
左
手
の
二
枚
の
金
貨
）
と

を
示
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
「
ジ
ュ
リ
ア
ー
ノ
」
が
男
性
的
な
「
昼
」
と
成
熟

し
た
女
性
「
夜
」
の
上
に
「
ロ
レ
ン
ツ
ォ
」
は
処
女
な
る
「
曙
」
と
老
齢
の

「
タ
」
と
の
上
に
お
か
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
「
ジ
ュ
リ
ア
ー

ノ
」
と
「
ロ
レ
ン
ツ
ォ
」
と
は
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
に
よ
れ
ば
、
不
死
と
な
っ
た

魂
、
《
行
動
的
生
活
》
と
《
瞑
想
的
生
活
》
を
示
し
、
二
人
の
神
格
化
を
証
明

し
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
解
釈
の
前
提
は
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
が
二
人
の

公
爵
像
が
《
実
在
し
た
個
人
の
肖
像
で
も
抽
象
的
な
観
念
の
擬
人
化
で
も
な

い
》
と
み
な
す
こ
と
に
あ
る
。

　
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
《
瞑
想
的
な
思
索
家
と
高
潔
な
実
行
家
は
、
と
も
に
（
ラ

ン
デ
ィ
ー
／
に
よ
っ
て
体
系
化
さ
れ
た
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
ア
カ
デ
ミ
ア
の
教
義

に
よ
れ
ば
）
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
的
な
神
格
化
を
う
け
る
資
格
が
与
え
ら
れ
て
い

る
》
と
し
、
そ
の
神
格
化
の
成
就
と
し
て
墓
碑
の
最
上
三
つ
ま
り
天
空
界
の
超

天
界
の
モ
テ
ィ
ー
フ
を
紹
介
す
る
。
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
構
図
習
作
（
図
4
）

に
は
墓
碑
最
上
部
中
央
に
ト
ロ
フ
ィ
（
低
次
の
存
在
形
式
に
対
す
る
究
極
的
な

勝
利
の
意
味
）
、
う
ず
く
ま
る
少
年
（
誕
生
前
の
魂
）
、
空
位
の
玉
座
（
神
格
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

の
象
徴
）
が
描
か
れ
て
い
る
。
以
上
か
ら
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
宇
宙
論
を
つ
ぎ
の

よ
う
に
要
約
す
る
。

皿皿1

図4「公爵像墓碑習作」

ロンドン，大英博物館

墓
碑
の
最
上
部
…
…
…
《
超
天
界
》
の
領
域

二
人
の
公
爵
像
…
…
…
《
天
界
》
つ
ま
り
不
死
な
る
魂
の
領
域

一
日
の
四
つ
の
時
…
…
形
相
と
物
質
の
結
合
し
た
《
自
然
》
の
領
域

河
の
神
…
…
…
…
…
…
《
純
粋
な
物
質
》
の
領
域
（
地
下
の
世
界
）

　
こ
の
図
式
は
ト
ル
ナ
イ
の
図
式
か
ら
発
展
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

イ
の
宇
宙
論
を
み
て
お
こ
う
。

そ
れ
で
次
に
ト
ル
ナ

ー
　
ル
ネ
ッ
ト
と
ク
ー
ポ
ラ
の
あ
る
最
上
層
…
…
天
上
的
領
域

皿
　
公
爵
像
の
あ
る
中
間
層
…
…
地
上
の
領
域
、
合
理
的
建
築
。
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皿

石
棺
の
あ
る
最
下
層
部
…
…
ハ
デ
ス
（
冥
府
）

し
た
魂
が
住
む
。
不
合
理
な
建
築
が
特
徴
。

の
領
域
、
こ
こ
に
離
脱

　
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
宇
宙
論
の
前
提
は
次
の
二
点
に
あ
る
。
①
瞑
想
的
公
爵
像

は
処
女
及
び
老
人
と
、
行
動
的
公
爵
像
は
成
熟
し
た
女
及
び
男
性
的
男
性
と
必

然
的
に
組
合
せ
ら
れ
る
。
②
二
人
の
公
爵
像
は
肖
像
彫
刻
で
は
な
く
理
想
像
で

あ
る
。
し
か
し
、
禁
欲
的
な
瞑
想
的
生
活
を
処
女
と
組
合
せ
、
精
力
的
な
行
動

的
生
活
を
若
い
女
性
と
組
合
せ
る
①
の
解
釈
は
、
あ
ま
り
に
も
作
為
的
に
す
ぎ

る
。
神
格
化
の
条
件
と
し
て
こ
の
二
つ
の
タ
イ
プ
が
想
定
さ
れ
た
の
は
ア
ッ

テ
ィ
カ
に
空
位
の
玉
座
を
認
め
る
か
ら
で
あ
る
が
、
完
成
作
で
は
玉
座
と
み
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
こ
の
組
合
せ
が
最
初
か
ら
意
図
さ
れ
て
い
た
か
ど
う

か
も
疑
わ
し
い
。
す
で
に
グ
リ
ム
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
公
爵
像
の
名
称
の
入

れ
代
わ
り
へ
の
疑
問
に
も
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
一
切
答
な
い
。
な
ぜ
な
ら
パ
ノ
フ

ス
キ
ー
の
解
釈
は
ト
ル
ナ
イ
の
解
釈
を
一
層
精
緻
に
し
た
も
の
だ
か
ら
で
あ

り
、
ト
ル
ナ
イ
自
身
も
ニ
ッ
コ
ロ
・
マ
ル
テ
ル
リ
の
一
五
四
四
年
の
手
紙

《
（
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
は
）
彫
刻
に
偉
大
さ
、
良
い
体
格
、
威
厳
…
を
与

え
た
》
を
鵜
呑
み
に
し
て
、
二
人
の
公
爵
像
を
理
想
像
と
み
な
し
て
い
る
か
ら

　
　
（
1
2
）

で
あ
る
。

　
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
四
層
の
説
に
た
い
し
て
、
ト
ル
ナ
イ
は
自
分
の
意
見
の
多

く
が
賛
同
を
得
た
と
述
べ
つ
つ
も
、
四
層
と
い
う
区
別
に
お
い
て
、
建
築
区
分

と
公
爵
墓
碑
の
人
像
構
成
と
は
区
別
が
付
け
に
く
い
、
と
し
て
批
判
す
る
。
構

図
習
作
で
は
、
二
な
い
し
三
つ
の
層
が
示
さ
れ
て
い
た
。
完
成
し
た
墓
碑
で

も
、
ア
ッ
テ
ィ
カ
部
分
は
縮
小
さ
れ
て
、
上
部
の
永
遠
の
領
域
と
、
下
層
の
無

常
の
領
域
の
大
き
な
区
分
し
か
認
め
ら
れ
な
い
。
し
か
も
、
新
プ
ラ
ト
ン
主
義

の
四
層
の
表
現
の
た
め
の
標
識
に
も
一
貫
性
が
見
ら
れ
な
い
。
ロ
レ
ン
ツ
ォ
の

墓
の
円
形
破
風
上
の
装
飾
イ
ル
カ
は
ジ
ュ
リ
ア
ー
ノ
の
墓
に
は
な
い
し
、
天
上

部
の
標
識
で
あ
る
筈
の
仮
面
装
飾
は
、
下
に
も
上
に
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
だ

か
ら
、
全
体
は
、
下
部
の
無
常
の
世
界
と
上
部
の
永
遠
の
世
界
を
表
現
し
た
、

い
わ
ゆ
る
〔
死
者
の
家
〕
の
構
造
と
し
て
み
な
さ
れ
る
と
。

　
ト
ル
ナ
イ
は
、
理
想
化
さ
れ
た
正
面
部
分
を
も
つ
こ
の
墓
碑
建
築
を
古
代
石

棺
に
見
ら
れ
る
死
の
象
徴
を
も
っ
た
〔
死
者
の
家
〕
（
似
。
ヨ
。
ω
乱
心
。
ω
）
と
み

な
す
。
例
え
ば
、
す
で
に
ダ
ン
テ
の
時
代
に
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
洗
礼
堂
の
南
入

り
口
に
置
か
れ
て
い
た
古
代
石
棺
「
冥
府
の
門
」
（
目
。
ぎ
餌
ざ
竃
転
げ
①
冨
昌
α
q
2
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

一
戸
臨
α
q
■
b
。
㊤
ω
）
か
ら
霊
感
を
う
け
た
だ
ろ
う
、
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
ト

ル
ナ
イ
は
公
爵
た
ち
と
河
の
神
と
の
上
下
関
係
を
死
者
の
肖
像
の
横
臥
像
と
を

上
下
配
置
し
た
古
代
石
棺
の
影
響
と
見
た
。
例
え
ば
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て

は
ロ
ー
マ
の
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
マ
ッ
テ
イ
に
あ
る
三
世
紀
の
「
ポ
セ
イ
ド
ン
と
ガ

イ
ア
の
上
の
円
形
額
縁
（
ク
リ
ペ
オ
）
に
死
者
の
姿
の
あ
る
石
棺
」
（
図
5
）

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
石
棺
で
は
、
二
人
の
翼
を
持
つ
天
使
が
死
者

の
半
身
像
を
収
め
た
円
形
額
縁
を
持
っ
て
い
て
、
そ
の
下
に
は
コ
ル
ノ
コ
ピ
ア

（
ゼ
ウ
ス
に
与
え
た
ヤ
ギ
か
ら
、
果
物
や
花
を
詰
め
た
角
を
示
し
、
豊
穣
を

意
味
す
る
）
を
持
っ
た
大
地
ガ
イ
ア
と
、
水
瓶
に
寄
り
掛
か
り
、
右
手
を
右
膝
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「使者の像とポセイドンとガイアの古代石棺」

　ローマ，パラッツォ・マッチェイ

図5

に
の
せ
た
海
神
ポ
セ
イ
ド
ン
と

が
横
臥
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
が
描
い
た

初
期
の
下
絵
（
挿
図
1
0
）
の
石

棺
の
中
央
部
分
上
に
円
形
額
縁

が
ク
ロ
ッ
キ
ー
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
解
る
と
し
て
い
る
。
こ

の
円
形
額
縁
の
半
身
像
が
メ
デ

ィ
チ
家
礼
拝
堂
で
は
全
身
像
に

拡
大
さ
れ
た
だ
ろ
う
と
い
う
。

こ
の
比
較
か
ら
ト
ル
ナ
イ
は
、

石
棺
の
蓋
が
中
央
で
分
離
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
蓋
に
大
き
な
横
臥

像
が
お
か
れ
て
い
る
た
め
に
、

そ
の
重
み
で
蓋
が
割
れ
、
そ
こ

か
ら
魂
と
し
て
の
公
爵
像
が
現

れ
た
よ
う
で
あ
る
、
と
興
味
深

い
解
釈
を
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
古
代
石
棺
に
〈
大
陸
〉
や
く
大
洋
〉
の
横
臥
像
が
あ

ら
わ
れ
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
霊
感
源
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
メ
デ
ィ

チ
家
礼
拝
堂
に
お
い
て
、
ハ
デ
ス
の
河
に
な
り
う
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
．

三
　
石
棺
の
上
の
裸
体
像

　
ト
ル
ナ
イ
は
、
メ
デ
ィ
チ
家
礼
拝
堂
の
「
河
の
神
」
と
コ
日
の
四
つ
の

時
し
そ
し
て
礼
拝
堂
の
構
成
の
源
泉
を
求
め
た
論
文
を
一
九
六
九
．
年
に
発
表

し
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
サ
ン
・
ミ
ニ
ア
ー
ト
・
ア
ル
・
モ
ン
テ
教
会
の
墓
碑
礼

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

拝
堂
と
の
比
較
を
し
た
。
ア
ン
ト
ニ
オ
及
び
ベ
ル
ナ
ル
ド
・
ロ
ッ
セ
リ
ー
ノ
兄

弟
の
手
に
な
る
そ
の
「
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
ヤ
コ
ポ
枢
機
卿
り
礼
拝
堂
」
（
図
6
）

は
一
四
三
四
年
か
ら
一
四
五
九
年
に
か
け
て
制
作
さ
れ
た
。
こ
の
礼
拝
堂
に
は

当
時
と
し
て
は
特
異
な
墓
碑
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
伝
統
的
に
は
、
ア
ン
フ
ユ

型
の
墓
碑
は
壁
面
に
縁
を
つ
け
て
、
そ
の
壁
面
に
ぴ
っ
た
り
と
は
め
こ
ま
れ
て

い
た
が
、
こ
の
礼
拝
堂
で
は
墓
碑
は
大
き
く
開
け
ら
れ
た
壁
が
ん
の
中
に
独
立

し
た
よ
う
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
背
後
は
壁
が
ん
の
壁
に
付
け
ら
れ
た
二

人
の
天
使
に
も
た
れ
た
花
飾
り
の
中
の
聖
母
子
像
が
あ
り
、
墓
碑
は
壁
と
連
続

す
る
。
し
か
も
こ
の
礼
拝
堂
は
、
メ
デ
ィ
チ
家
礼
拝
堂
同
様
に
正
方
形
を
し
て

い
て
、
墓
碑
自
体
が
こ
の
空
間
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
。

　
千
四
百
年
代
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
墓
碑
付
き
礼
拝
堂
に
お
い
て
は
、
普
通
で

は
、
フ
レ
ス
コ
画
が
彫
刻
さ
れ
た
墓
の
上
の
壁
を
飾
っ
て
い
て
（
例
え
ば
、
サ

セ
ッ
テ
ィ
礼
拝
堂
）
、
墓
碑
は
絵
画
と
彫
刻
と
の
組
合
せ
に
お
い
て
制
作
さ
れ

て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ロ
ッ
セ
リ
ー
ノ
が
制
作
し
た
こ
の
墓
碑
は
独
特
の

形
式
を
し
て
い
て
、
《
古
代
石
棺
に
由
来
す
る
、
石
棺
の
蓋
の
上
に
座
っ
た
二

つ
の
人
像
の
配
置
》
と
い
う
構
成
は
、
古
い
起
源
を
も
つ
が
、
イ
タ
リ
ア
の
墓
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碑
美
術
に
お
い
て
は
新
し
く
、
メ
デ
ィ
チ
家
礼
拝
堂
の
（
二
つ
の
）
石
棺
の
上

に
半
ば
横
臥
し
た
大
き
な
「
時
」
の
寓
意
像
の
配
置
の
先
駆
で
あ
り
え
た
で
あ

ろ
う
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
「
ポ
ル
ト
ガ
ル
枢
機
卿
の
墓
」
の
下
部
の
台
座

レ
リ
ー
フ
（
図
7
）
に
あ
る
翼
を
持
っ
た
守
護
神
（
伽
q
o
曵
。
）
二
像
も
、
古
代

の
テ
ル
ス
（
豊
穣
を
司
ど
る
女
神
）
の
像
に
由
来
し
て
い
て
、
石
棺
の
下
両
脇

に
河
の
神
を
置
く
と
い
う
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
風
の
着
想
を
予
告
し
て
い
る
、
と

い
う
。
ト
ル
ナ
イ
は
、
こ
の
礼
拝
堂
全
体
に
神
的
な
太
陽
図
式
（
天
井
）
を
も

つ
天
の
位
階
制
の
イ
メ
ー
ジ
を
見
て
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
が
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を

　図6　「ポルトガルのヤコポ枢機卿の墓碑」

フィレンツェ，サン・ミニアート・アル・モンテ
教会，1434－59年

か
ら
花
飾
り
で
結
ば
れ
て
、

彫
ら
れ
て
い
る
。

「
精
神
的
な
一
角
獣
で
あ
る
我
々
の
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

聖
母
の
子
宮
に
宿
り
た
も
う
た
」
と
あ
る
。
一
角
獣
は
、
キ

リ
ス
ト
の
受
肉
や
マ
リ
ア
の
貞
節
の
象
徴
で
も
あ
っ
．
た
。
死
の

象
徴
で
あ
る
ど
く
ろ
（
多
分
、
死
を
思
え
、
の
意
味
）
を
こ
れ

ら
の
様
々
の
古
代
風
や
キ
リ
ス
ト
教
の
象
徴
が
と
り
か
こ
ん
で

い
る
が
、
こ
れ
ら
は
全
て
は
死
の
勝
利
で
は
な
く
、
死
へ
の
魂

ヒ
ン
ト
に
し
た
上
で
、
凌
駕
し
よ
う
と
し

　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

た
、
と
解
釈
し
た
。
こ
の
ト
ル
ナ
イ
の
指
摘

は
、
あ
の
ポ
セ
イ
ド
ン
と
ガ
イ
ア
の
い
る
古

代
石
棺
の
モ
テ
ィ
ー
フ
を
改
め
て
想
起
さ
せ

る
。
ガ
イ
ア
は
豊
穣
の
コ
ル
ノ
コ
ピ
ア
を
持

っ
て
横
臥
し
て
い
た
。
こ
の
コ
ル
ノ
コ
ピ
ア

を
持
つ
横
臥
像
は
「
ポ
ル
ト
ガ
ル
枢
機
卿
の

墓
」
の
台
座
正
面
両
脇
の
守
護
神
に
似
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
守
護
神
は
ラ
イ
オ
ン
の
上
に

座
っ
て
い
て
、
彼
ら
の
前
に
は
メ
デ
ィ
チ
家

礼
拝
堂
の
祭
壇
の
脇
に
あ
る
蝋
燭
立
て
に
似

た
飾
り
が
あ
り
、
そ
の
飾
り
に
む
か
っ
て
一

角
獣
が
二
頭
座
っ
て
い
る
。
一
角
獣
は
両
方

　
　
　
　
そ
の
花
飾
り
の
上
に
は
ど
く
ろ
が

五
世
紀
の
「
フ
ィ
シ
田
辺
グ
ス
」
に
は
、

図7
「台座」

レリーフ

講
綴
．
麟

灘
隔
，亀

雛

，
鱗
鍮
、

　
　
、撫
燃
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の
勝
利
を
意
味
す
る
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ラ
イ
オ
ン
が
中
世
に
は
復
活
を
意
味

し
て
い
た
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
こ
の
台
座
の
側
面
に
あ
る
特
異
な
古
代
モ
テ

ィ
ー
フ
も
ま
た
復
活
を
意
味
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
南
脇
に
は
二
輪
馬
車
か

ら
翼
の
あ
る
守
護
霊
（
ジ
ェ
ニ
オ
）
が
立
ち
上
が
り
、
左
脇
に
は
ミ
ト
ラ
（
も

し
く
は
ヘ
ラ
ク
レ
ス
）
が
牛
を
殺
し
て
い
る
（
図
8
）
。
ト
ル
ナ
イ
は
前
者
の

図
像
が
上
層
へ
の
魂
の
上
昇
の
象
徴
で
、
後
者
が
闇
の
力
に
対
す
る
光
の
勝
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

の
象
徴
で
あ
る
と
み
な
す
か
ら
で
あ
る
。
台
座
は
ハ
デ
ス
の
領
域
を
意
味
し
て

欝

，
営
華
華
三
・

撒撒躍、鼎甜潮．。厨馨懸懇懇i難難獺

図8　台座側面レリーフ「牡牛を殺すミトラ」

は
い
ず
に
、
こ
の
「
ポ
ル
ト
ガ

ル
枢
機
卿
の
墓
」
で
は
、
あ
ら

ゆ
る
図
像
が
魂
の
復
活
を
意
味

し
、
魂
の
勝
利
の
図
解
だ
と
見

る
べ
き
だ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、

こ
の
台
座
の
守
護
神
が
メ
デ
ィ

チ
家
礼
拝
堂
で
は
、
〈
ハ
デ
ス

の
河
の
神
〉
に
な
っ
た
と
言
え

る
根
拠
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
は
最
初
か
ら

「
河
の
神
」
を
想
定
し
て
い
た

の
で
は
な
い
。
独
立
墓
碑
の
段

階
で
枢
機
卿
ジ
ュ
リ
オ
の
忠
告

に
従
っ
て
い
る
う
ち
に
変
化
が

生
じ
て
い
る
。

　
一
五
二
〇
年
十
一
月
頃
に
描
か
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
大
英
博
物
館
所
蔵
の
下

絵
素
描
（
ぼ
く
．
戸
H
Q
。
α
O
－
①
歯
㎝
・
綬
㎝
＜
糟
≦
凶
匡
①
謡
く
…
↓
o
ぎ
翅
・
O
自
喝
⊆
ω
・

H
◎
。
ト
び
図
9
）
は
ま
だ
独
立
墓
碑
と
し
て
の
構
想
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で

は
石
棺
の
上
で
は
な
く
、
両
脇
に
裸
の
若
者
像
が
寄
り
添
う
よ
う
に
描
か
れ
て

い
る
。
ト
ル
ナ
イ
は
こ
の
像
に
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
天
井
画
の
裸
の
若
者
の
影
響
を

み
る
と
同
時
に
、
そ
の
着
想
を
「
ポ
ル
ト
ガ
ル
枢
機
卿
の
墓
」
の
石
棺
の
上
の

少
年
と
し
て
の
哀
悼

の
天
使
に
も
み
て
い

（
1
8
）

る
。
こ
の
像
が
、
古

代
石
棺
「
ポ
セ
イ
ド

ン
と
ガ
イ
ア
の
石

棺
」
な
ど
の
構
成
理

念
を
取
り
入
れ
て
、

化
し
「
時
の
四
つ
の

像
」
に
な
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
ブ
オ
ナ
ル

ロ
ー
テ
ィ
館
に
あ
る

素
描
（
。
。
。
。
》
「
図
1
0
）

で
は
二
つ
の
横
臥
像

図10
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@
が
反
っ
た
石
棺
の
上
に
乗
っ
て
い
る
。
石
棺
の
蓋
は
二
つ
に
分
か
れ
、
間
に
円

1　
　
形
額
縁
が
あ
る
・
・
ル
ナ
イ
は
ま
さ
に
こ
こ
に
古
代
石
棺
の
影
響
を
見
範
さ

　
　
ら
に
大
英
博
物
館
に
あ
る
素
描
（
ぼ
く
』
●
H
。
。
＄
凸
山
令
。
。
b
。
b
。
～
宅
ま
o
N
⑪
〈
…

　
　
↓
o
巨
9
。
さ
O
o
6
ロ
ρ
H
◎
。
O
メ
図
1
1
）
は
一
五
二
〇
年
十
二
月
頃
制
作
さ
れ
て

　
　
い
る
が
、
そ
こ
で
は
石
棺
上
の
横
臥
像
と
石
棺
の
下
の
横
臥
像
と
が
分
離
し
て

　
　
い
る
。
こ
れ
は
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
が
伝
統
的
な
壁
面
墓
碑
へ
あ
る
程
度
復
帰
し

　
　
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
石
棺
の
上
の
横
臥
像
は
伝
統
的
に
は
豪
華
覧
た
ち
の
姿

　
　
に
な
る
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
石
棺
の
下
の
横
臥
像
は
、
伝
統
的
に
フ
ィ
レ

　
　
ン
ツ
ェ
で
は
制
作
さ
れ
な
か
っ
た
ト
ラ
ン
ジ
、
つ
ま
り
死
者
の
不
様
な
裸
の
遣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

　
　
体
に
相
当
す
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
下
の
横
臥
像
が
体
を
捻
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

　
　
見
て
、
そ
れ
が
豪
華
公
た
ち
の
翻
転
の
姿
で
あ
る
と
は
思
え
な
い
。
と
す
れ

　
　
ば
、
そ
れ
は
「
河
の
神
」
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
「
河
の
神
」
は

二
人
の
公
爵
の

墓
碑
の
も
の
と

合
計
し
て
五
体

以
上
に
な
り
、

四
と
い
う
四
性

論
を
成
立
さ
せ

る
組
合
わ
せ
は

不
可
能
に
な
る

だ
ろ
う
。
最
初

図11

か
ら
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
が
四
と
い
う
組
合
せ
を
想
定
し
て
い
な
い
こ
と
は
明
白

で
あ
る
。

　
で
は
そ
れ
ら
の
像
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
れ
ば
い
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

三
　
横
臥
像
の
前
イ
メ
ー
ジ

　
横
臥
像
の
異
教
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
、
常
に
そ
れ
ら
の
解
釈
に
つ
い
て
混
乱
を

も
た
ら
し
て
い
る
。
で
は
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
メ
デ
ィ
チ
家
礼
拝
堂
以
前
に

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
に
よ
っ
て
す
で
に
使
用
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
田
中
氏
は
、
特
に
時
の
四
像
を
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
天
井
画
に
お
け
る

《
裸
の
若
者
た
ち
》
と
関
連
し
て
壷
て
お
ら
れ
る
俺
こ
れ
ら
の
若
者
た
ち

は
決
し
て
横
臥
像
で
は
な
く
、
座
像
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
横
臥
像
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

す
で
に
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
の
ス
パ
ン
ド
レ
ル
の
上
部
に

描
か
れ
た
十
二
の
《
ブ
ロ
ン
ズ
色
の
裸
体
横
臥
像
》
に
現
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
ら
の
内
で
「
エ
ゼ
キ
エ
ル
の
ス
パ
ン
ド
レ
ル
の
上
の
裸
体
雪
像
」
（
図

1
2
）
は
、
「
夜
」
（
頭
の
傾
き
と
脚
の
曲
げ
か
た
）
に
似
て
い
る
。
「
青
鋼
の
蛇

の
ス
パ
ン
ド
レ
ル
上
の
裸
体
二
像
」
（
図
1
3
）
も
、
脚
が
反
対
に
な
る
が
、
「
夜
」

と
ほ
ぼ
同
じ
形
を
し
て
い
る
。
「
ゾ
ロ
バ
ペ
ル
の
ス
パ
ン
ド
レ
ル
の
上
の
裸
体

二
像
」
（
図
1
4
）
は
「
夕
」
と
「
曙
」
に
似
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
ス
パ
ン
ド
レ

ル
の
斜
め
の
枠
縁
に
寄
懸
り
、
石
棺
の
上
に
乗
っ
て
い
る
姿
を
思
わ
せ
る
。
こ

れ
ら
の
横
臥
像
は
、
ギ
ペ
ル
テ
ィ
の
作
品
「
天
国
の
門
」
に
あ
る
横
臥
像
レ

リ
ー
フ
の
「
ア
ダ
ム
」
（
図
1
5
）
と
「
エ
グ
ァ
」
（
図
1
6
）
、
「
ノ
ア
」
と
「
プ
ア
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撒
、
4

撚
図12図14

図13

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

ル
フ
ェ
ラ
し
と
の
四
像
の
影
響
で
も
あ
り
、
し
か
も
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
天

井
画
の
「
ア
ダ
ム
と
エ
グ
ァ
の
創
造
」
、
「
ノ
ア
の
泥
酔
」
（
「
夕
」
）
そ
し
て
大

洪
水
の
全
景
左
の
横
臥
女
性
（
「
曙
」
）
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

　
暗
い
場
所
に
閉
じ
込
め
ら
れ
、
苦
し
ん
で
い
る
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
こ
れ

ら
の
天
井
画
の
裸
体
像
は
、
メ
デ
ィ
チ
家
礼
拝
堂
の
苦
悩
、
怒
り
な
ど
の
感
情

を
示
す
「
一
日
の
四
つ
の
時
」
と
何
か
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ド
ッ
ツ
ソ
ン
は
天
井
画
の
構
想
を
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
「
神
の
国
」
と
関
連

つ
け
た
が
、
そ
こ
の
二
つ
の
天
使
を
「
裸
の
若
者
」
と
「
青
銅
色
の
裸
体
」
と

「アダム」図15

「エグァ」図16

　
　
　
　
　
（
2
4
）

に
当
て
は
め
た
。
十
一
巻
第
三
十
三
章
に
こ
う
書
い
て
あ
る
。

　
《
し
か
し
な
が
ら
、
あ
る
天
使
た
ち
が
罪
を
犯
し
て
、
か
れ
ら
に
と
っ
て
牢

獄
と
も
い
う
べ
き
こ
の
世
界
の
も
っ
と
も
深
い
淵
に
つ
き
落
と
さ
れ
、
そ
し
て

審
判
の
日
に
最
後
の
断
罪
を
う
け
る
ま
で
そ
こ
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
使
徒

ペ
テ
ロ
が
も
っ
と
も
あ
き
ら
か
に
教
え
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
か
れ
は
「
神

は
、
罪
を
犯
し
た
御
使
い
た
ち
を
ゆ
る
し
て
お
か
な
い
で
、
か
れ
ら
を
下
界
の

暗
や
み
の
牢
獄
に
お
と
し
入
れ
、
裁
き
の
と
き
、
起
せ
ら
れ
る
ま
で
そ
こ
に
閉

じ
込
め
て
お
く
よ
う
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
」
と
言
っ
て
い
る
》
。
さ
ら
に
こ
の
後

に
は
光
の
中
に
あ
る
天
使
に
対
し
て
、
こ
の
や
み
に
い
る
天
使
の
特
徴
を
こ
う

述
べ
て
い
る
。
《
ご
う
慢
に
増
長
す
る
集
団
》
、
《
自
分
自
身
の
高
き
こ
と
を

求
め
る
不
浄
の
愛
に
よ
っ
て
煙
る
も
の
》
、
《
暗
い
欲
望
を
も
っ
て
動
揺
し
、
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…
服
さ
せ
よ
う
と
す
る
高
慢
と
害
し
よ
う
と
す
る
欲
望
に
よ
っ
て
燃
え
た

ち
》
、
《
そ
の
欲
す
る
ま
ま
に
害
す
る
と
こ
ろ
の
な
い
よ
う
に
神
の
力
に
よ
っ

て
抑
制
さ
れ
る
》
、
《
（
光
の
天
使
が
）
そ
の
．
異
国
に
あ
る
も
の
を
寄
せ
集
め

る
の
を
ね
た
む
も
の
》
、
《
本
性
は
善
で
あ
る
の
に
意
志
は
正
し
く
な
い
》
。

以
上
の
特
徴
は
《
使
徒
が
「
あ
な
た
が
た
は
み
な
光
の
子
で
あ
り
、
昼
の
子
な

の
で
あ
る
。
わ
た
し
た
ち
は
夜
の
も
の
で
も
闇
の
も
の
で
も
な
い
」
と
述
べ
て

い
る
の
は
、
こ
の
（
霊
的
な
も
の
と
の
）
類
似
性
に
し
た
が
っ
て
で
あ
る
》

（
服
部
英
次
郎
訳
「
神
の
国
」
三
、
岩
波
書
店
）
と
続
く
。
た
だ
し
こ
の
昼
と

礼
拝
堂
の
「
昼
」
と
は
言
葉
の
意
味
が
謂
う
だ
ろ
う
。

　
以
上
に
述
べ
ら
れ
た
闇
の
天
使
の
特
徴
は
、
時
の
四
寓
意
像
に
よ
く
当
て
は

ま
る
。
か
れ
ら
は
暗
い
欲
望
、
屈
服
さ
せ
、
害
し
よ
う
と
す
る
欲
望
、
妬
み
と

あ
ざ
け
り
、
に
満
ち
て
い
る
が
、
《
神
の
力
》
に
よ
っ
て
抑
制
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
か
れ
ら
は
、
最
後
の
審
判
を
前
に
し
た
人
間
の
現
世
の
状
態
を
し
め
し

て
い
る
と
解
釈
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
も
、
こ
の
よ
う
な
言
わ
ば
救
い
の
な
い

状
況
は
古
代
の
河
の
神
や
レ
ダ
な
ど
の
彫
刻
を
手
本
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
が
一
日
の
四
つ
の
時
の
寓
意
像
の
モ
テ
ィ
ー
フ
と
し
て
使

用
し
た
も
の
が
こ
れ
ら
の
闇
の
天
使
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
当
然
光

の
天
使
、
あ
る
い
は
《
光
の
子
》
が
対
に
な
っ
て
い
る
筈
で
あ
ろ
う
。
こ
の

《
光
の
子
》
と
い
う
表
現
を
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
使
徒
パ
ウ
ロ
の
「
テ
サ
ロ

ニ
ケ
人
へ
の
第
一
の
手
紙
」
か
ら
取
っ
た
。
そ
れ
は
第
五
章
か
ら
の
引
用
で
あ

る
が
、
四
章
か
ら
読
む
と
こ
う
な
る
。

　
《
主
ご
自
身
が
天
使
の
か
し
ら
の
声
と
神
の
ラ
ッ
パ
の
鳴
り
響
く
う
ち
に
、

合
図
の
声
で
、
天
か
ら
下
っ
て
こ
ら
れ
る
。
そ
の
時
、
キ
リ
ス
ト
に
あ
っ
て
死

ん
だ
人
々
が
、
ま
ず
最
初
に
よ
み
が
え
り
、
そ
れ
か
ら
生
き
残
っ
て
い
る
わ
た

し
た
ち
が
、
彼
ら
と
共
に
雲
に
包
ま
れ
て
引
き
上
げ
ら
れ
、
空
中
で
主
に
会

い
、
こ
う
し
て
い
つ
も
主
と
共
に
い
る
で
あ
ろ
う
》
（
以
上
四
章
）
。
《
突
如
と

し
て
滅
び
（
主
の
日
）
が
彼
ら
を
お
そ
っ
て
く
る
。
そ
れ
か
ら
の
が
れ
る
こ
と

は
決
し
て
な
い
。
し
か
し
、
兄
弟
た
ち
よ
、
あ
な
た
が
た
は
暗
闇
の
中
に
い
な

い
の
だ
か
ら
、
そ
の
日
が
盗
人
の
よ
う
に
不
意
に
襲
う
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ

う
。
あ
な
た
が
た
は
み
な
光
の
子
な
の
で
あ
る
。
わ
た
し
た
ち
は
、
夜
の
者
で

も
や
み
の
者
で
も
な
い
。
だ
か
ら
、
ほ
か
の
人
々
の
よ
う
に
眠
っ
て
い
な
い

で
、
目
を
さ
ま
し
て
慎
ん
で
い
よ
う
。
…
し
か
し
、
わ
た
し
た
ち
は
昼
の

者
な
の
だ
か
ら
、
信
仰
と
愛
と
の
胸
当
を
身
に
つ
け
、
救
の
望
み
の
兜
を
か
ぶ

っ
て
、
慎
ん
で
い
よ
う
。
神
は
、
わ
た
し
た
ち
を
怒
り
に
あ
わ
せ
る
よ
う
に
定

め
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
わ
た
し
た
ち
の
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
救

い
を
得
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
》

　
こ
の
パ
ウ
ロ
の
言
葉
あ
る
い
は
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
文
章
と
か
ら
推
測
す

れ
ば
、
こ
れ
ら
「
一
日
の
四
つ
の
時
」
と
二
つ
の
「
公
爵
像
」
と
は
、
や
み
の

天
使
と
光
の
子
と
の
関
係
を
も
つ
よ
う
で
あ
る
。
最
初
に
制
作
さ
れ
た
い
わ
ゆ

る
「
ロ
レ
ン
ツ
ォ
」
の
思
索
す
る
姿
は
、
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
天
井
画
の
予

言
者
エ
レ
ミ
ア
の
よ
う
に
最
後
の
審
判
を
《
目
を
さ
ま
し
て
》
見
て
い
る
の
で

あ
り
、
《
信
仰
と
愛
と
の
胸
当
を
身
に
つ
け
、
救
い
の
兜
を
か
ぶ
っ
て
、
慎
ん
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で
》
い
る
と
解
釈
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
の
と
き
「
ロ
レ
ン
ソ
ォ
」
が
か
ぶ
っ
て

い
る
奇
妙
な
デ
ザ
イ
ン
の
ラ
イ
オ
ン
の
帽
子
は
上
述
の
《
救
い
の
兜
》
と
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

し
、
復
活
を
意
味
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
ラ
イ
オ
ン
は
、
ロ

ッ
セ
リ
ー
ノ
の
「
ポ
ル
ト
ガ
ル
枢
機
卿
の
墓
」
の
台
座
に
あ
る
守
護
神
の
敷
く

ラ
イ
オ
ン
の
皮
（
や
は
り
復
活
を
意
味
す
る
だ
ろ
う
）
と
も
関
係
す
る
の
か
も

し
れ
な
い
。

　
ま
た
、
公
爵
た
ち
が
こ
の
審
判
を
前
に
し
た
姿
で
あ
る
と
い
う
解
釈
は
、
こ

れ
ら
の
公
爵
が
「
上
座
の
墓
碑
」
と
よ
ば
れ
る
聖
母
像
の
方
を
向
く
と
い
う
こ

と
を
も
説
明
し
て
く
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
聖
母
子
像
は
伝
統
的
に
授
乳
の
聖
母

の
タ
イ
プ
で
あ
っ
て
、
こ
の
図
像
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
ガ
ッ
デ
ィ
派
の
中
で
は

最
後
の
審
判
の
図
像
と
対
に
な
っ
て
描
か
れ
て
い
た
。
し
か
も
、
十
五
世
紀
か

ら
十
六
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
墓
碑
彫
刻
で
は
、
石
棺
の
上
の
横
臥
し
た
死
者

の
像
（
ジ
ザ
ン
）
の
更
に
上
に
復
活
し
た
姿
が
描
か
れ
た
り
、
彫
刻
さ
れ
た
り

し
た
。
こ
の
復
活
し
た
者
は
審
判
の
厳
し
さ
を
和
ら
げ
る
た
め
に
聖
人
た
ち
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

と
も
に
聖
母
子
に
祈
り
か
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
墓
碑
で
は
裸
体
の
寓
意
像

は
置
か
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
造
形
思
想
を
た
ど
っ
て

く
る
と
、
時
の
四
像
の
前
イ
メ
ー
ジ
は
闇
の
天
使
か
ら
発
展
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
、
と
推
測
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
直
ち
に
時
の
四
像
に
な
っ
た
と
は
思

え
な
い
。
石
棺
の
上
は
伝
統
的
に
は
死
者
の
姿
、
あ
る
い
は
死
者
の
生
前
の
起

き
上
が
っ
た
横
臥
像
が
置
か
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
ユ
リ
ウ
ス
墓
碑
の
教
皇

の
横
臥
像
が
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
教
皇
は
二
人
の
天
使
に
抱
き
起
こ
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

て
い
た
。
こ
れ
は
復
活
し
つ
つ
あ
る
姿
で
あ
ろ
う
。

　
メ
デ
ィ
チ
家
礼
拝
堂
で
は
、
そ
の
死
者
の
復
活
し
つ
つ
あ
る
横
臥
像
に
代
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

て
寓
意
像
が
お
か
れ
た
が
、
そ
れ
は
現
世
の
苦
悩
を
表
現
し
た
姿
の
寓
意
像
に

な
っ
た
。
そ
れ
が
闇
の
天
使
で
あ
る
と
い
う
考
え
も
あ
り
得
た
で
あ
ろ
う
が
、

《
こ
の
世
界
の
も
っ
と
も
深
い
淵
》
に
メ
デ
ィ
チ
家
の
公
爵
た
ち
を
落
と
す
こ

と
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
思
わ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
で
ミ
ケ
ラ
ン
ジ

ェ
ロ
は
、
石
棺
の
下
に
い
わ
ゆ
る
《
闇
の
天
使
》
に
相
当
す
る
「
河
の
神
」
を

設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
推
定
し
て
い
い
だ
ろ
う
。

　
で
は
、
こ
の
河
の
神
は
ハ
デ
ス
の
領
域
を
も
意
味
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う

か
。
し
か
し
、
こ
の
世
界
は
プ
ラ
ト
ン
主
義
者
の
も
の
と
同
じ
ハ
デ
ス
の
世
界

で
は
な
い
。
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
者
に
よ
れ
ば
、
ハ
デ
ス
の
四
つ
の
河
は
純
粋
物

質
を
表
現
し
て
い
た
。
そ
れ
は
形
を
も
た
な
い
、
捕
ら
え
所
の
な
い
世
界
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

る
。
ワ
イ
ン
バ
ー
ガ
ー
は
、
そ
の
よ
う
な
世
界
は
表
現
出
来
な
い
と
い
う
。
し

か
も
、
聖
書
か
ら
す
れ
ば
、
閣
の
天
使
が
い
る
の
は
こ
の
世
界
の
最
も
深
い
淵

な
の
で
あ
っ
て
、
地
獄
で
は
な
い
。
と
す
れ
ば
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
は
こ
の
世
界

を
現
世
と
世
界
の
最
も
深
い
淵
と
の
二
つ
に
分
け
て
表
現
し
よ
う
と
し
た
こ
と

に
な
る
。
礼
拝
堂
全
体
の
構
成
理
念
は
以
下
の
よ
う
な
図
式
に
な
る
だ
ろ
う
。

1皿皿

ク
ー
ポ
ラ
の
あ
る
最
上
部
…
…
…
…
…
超
天
上
の
領
域

ル
ネ
ッ
ト
及
び
公
爵
像
の
あ
る
部
分
…
最
後
の
審
判
を
待
つ
魂
の
領
域

一
日
中
四
つ
の
時
と
石
棺
…
…
…
…
…
現
世
の
領
域
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W
　
「
河
の
神
」
…
…
…
…
…
世
界
の
最
も
深
い
淵

　
メ
デ
ィ
チ
家
礼
拝
堂
の
制
作
理
念
は
コ
日
の
四
つ
の
時
し
の
像
の
形
の
意

味
関
連
か
ら
す
れ
ば
、
最
後
の
審
判
と
復
活
し
た
公
爵
た
ち
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
審
判
の
図
式
と
い
う
点
か
ら
宇
宙
論
が
想
定
で
き
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

し
か
し
、
「
河
の
神
」
は
結
局
制
作
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
「
河
の
神
」
自

体
が
地
獄
を
想
起
さ
せ
た
か
も
し
れ
な
く
、
結
局
「
河
の
神
」
を
助
手
た
ち
に

任
せ
て
制
作
し
よ
う
と
い
う
考
え
は
メ
デ
ィ
チ
家
に
も
、
礼
拝
堂
を
整
備
し
た

グ
ァ
ザ
！
リ
に
も
生
ま
れ
な
か
っ
た
。

お
わ
り
に

　
メ
デ
ィ
チ
家
礼
拝
堂
は
墓
碑
を
も
つ
礼
拝
堂
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
礼
拝
が
終

日
行
わ
れ
た
。
そ
の
礼
拝
は
、
こ
こ
に
埋
葬
さ
れ
た
メ
デ
ィ
チ
家
の
人
々
の

〈
救
済
〉
へ
の
祈
り
の
た
め
に
な
さ
れ
た
。
そ
れ
は
最
後
の
審
判
を
前
に
し
て

復
活
し
た
者
の
た
め
の
祈
り
で
あ
っ
て
、
ド
メ
ニ
コ
派
の
理
念
の
最
も
華
麗
な

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

具
現
化
が
目
指
さ
れ
た
。
こ
の
祈
り
の
形
式
を
教
書
と
い
う
形
を
と
っ
て
一
五

三
一
年
に
制
度
化
し
た
の
は
、
礼
拝
堂
建
設
を
枢
機
卿
の
と
き
か
ら
指
揮
し
続

け
た
教
皇
の
ク
レ
メ
ン
ス
七
世
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
礼
拝
は
．
と
く
に
ペ

ス
ト
が
頻
発
し
た
中
世
末
の
恐
怖
感
の
名
残
で
あ
る
。
富
あ
る
人
々
は
、
死
後

の
最
後
の
審
判
を
恐
れ
、
多
額
の
費
用
を
教
会
に
献
納
し
た
の
で
あ
る
。

　
メ
デ
ィ
チ
家
の
た
め
の
礼
拝
堂
建
設
を
指
揮
し
て
い
た
ク
レ
メ
ン
ス
七
世

は
、
一
五
三
三
年
に
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
た
め
に
グ
ァ
テ
ィ
カ
ン
の
シ
ス
テ
ィ

ー
ナ
礼
拝
堂
に
フ
レ
ス
コ
画
「
最
後
の
審
判
」
を
企
画
し
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ

に
制
作
を
委
嘱
し
た
。
ト
ル
ナ
イ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
大
壁
画
で
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ

ロ
は
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
の
地
動
説
と
同
じ
よ
う
な
近
代
的
イ
メ
ー
ジ
を
創
造
し
た

と
い
う
。
太
陽
神
ア
ポ
ロ
ン
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
の
回
り
を
復
活

し
た
者
た
ち
が
回
転
し
つ
つ
、
キ
リ
ス
ト
を
見
詰
め
て
い
る
。
ダ
ン
テ
の
「
神

曲
」
の
プ
ラ
ト
ン
の
報
告
、
死
後
の
魂
は
瀬
々
に
帰
る
、
と
い
う
意
見
と
合
わ

せ
る
と
、
太
陽
を
中
心
と
し
て
円
環
運
動
す
る
惑
星
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
生
ま

　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
太
陽
と
キ
リ
ス
ト
を
同
↓
嘱
す
る
図
式
は
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ

ロ
が
要
塞
化
し
た
サ
ン
・
ミ
ニ
ア
ー
ト
・
ア
ル
・
モ
ン
テ
教
会
（
フ
ィ
レ
ン
ツ

ェ
の
ロ
マ
ネ
ス
ク
教
会
）
に
見
ら
れ
た
。
こ
こ
で
は
窓
か
ら
差
し
込
む
光
が
ア

プ
ス
の
モ
ザ
イ
ク
画
キ
リ
ス
ト
の
足
元
を
輝
か
せ
る
。
舗
床
に
は
太
陽
を
中
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

と
し
た
大
き
な
獣
帯
が
は
め
込
ま
れ
て
い
る
。
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
は
中
世
末
の

墓
碑
の
イ
メ
ー
ジ
と
こ
の
教
会
の
輝
か
し
い
キ
リ
ス
ト
の
イ
メ
ー
ジ
を
総
合
し

て
い
る
う
ち
に
、
新
し
い
宇
宙
像
を
創
造
し
て
し
ま
つ
．
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
イ
メ
ー
ジ
の
創
造
は
結
局
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
か
ら
ま
だ
中
世
的
名
残
を
留

ど
め
た
メ
デ
ィ
チ
家
礼
拝
堂
の
完
成
意
欲
を
喪
失
さ
せ
た
よ
う
で
あ
る
。
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¶
刈
一
石
◎
◎
・
O
h
・
匂
曾
ω
o
N
昌
①
ρ
　
卜
喬
⑦
鷲
、
一

　
　
竪
恥
琶
犠
蕊
O
恥
匙
鳴
◎
。
b
馬
鳴
ミ
R
》
蕊
匙
Q
黛
恥
孕
　
℃
騨
ユ
ρ
　
H
㊤
q
o
O
（
一
の
け
O
ユ
●
ピ
O
昌
α
O
昌
℃

　
　
目
逡
O
）
唱
・
ま
占
8
邦
訳
高
田
勇
訳
『
神
々
は
死
な
ず
」
美
術
出
版
社
、

　
　
μ
O
刈
刈
・
　
①
O
l
①
H
．

（
9
）
陣
三
・
寄
・
。
露
ざ
き
魯
、
§
§
…
唱
曇
ミ
・
も
や
・
。
。
ω
白
・
。
・

　　

M
訳
、
噂
．
ミ
H
占
Q
。
O
…
目
。
ぎ
国
ざ
．
ミ
馬
偽
隷
ミ
§
鴫
ミ
。
白
珊
号
・
ミ
、
・
・
や
・

　
　
H
O
①
．
　
目
。
ぎ
ρ
団
　
は
　
ω
9
ぢ
目
9
昌
昌
と
勺
聾
昌
o
h
ω
尊
　
の
四
気
質
論
を

　
　
．
．
ω
o
ヨ
①
毛
ず
舞
9
。
註
h
一
9
巴
、
．
と
し
て
批
判
的
で
あ
る
。

（
1
0
）
｝
o
ゴ
丁
丁
昌
①
ω
宅
一
碧
ρ
　
ミ
腎
為
災
名
器
晦
ミ
。
亀
嵩
栽
魯
詠
⑦
ミ
ミ
♪
　
し
u
「
凶
江
ω
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
㊤
㎝
Q
◎
）
　
b
O
齢
切
ω
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
凱
鳥
魯
鳴
、
縞
蕊
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚
国
母
芦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
H
①
q
Q
l
H
①
㊤
。

（
1
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昼

（
1
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拝
堂
に
お
け
る
両
公
爵
像
の
現
名
称
へ
の
疑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
」
3
号
掲
載
）
参
照
。

（
1
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
号
・
賦
計
娼
・
①
O
・

（
1
4
　
　
　
　
　
　
　
0
・
…
ミ
§
§
・
．
ミ
“
o
§
鳴
、
、
昏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Z
飴
N
凶
O
昌
国
一
①
　
　
　
　
い
凶
昌
O
Φ
凶
鴇
　
H
O
O
㊤
・

（
1
5

（
1
6
　
　
　
　
　
　
　
　
b
軌
ミ
“
§
鞘
、
ヒ
ミ
恥
ミ
ミ
ミ
融
飾
⑦
絶
§
ぽ
、
動
馬
蕊
冨
、
さ

（
1
7
）
O
げ
⇔
＝
o
ω
↓
o
ぎ
”
ざ
　
　
　
　
　
O
鈎
ミ
日
高
蕊
。
§
馬
…
・
魯
・
匙
、
こ
戸
S

（
8
1
）
　
、
守
馬
“
二
b
戸
伊
　
Q
Q
・

（
1
9
）
↓
o
ぎ
国
ざ
ミ
苛
ぎ
緑
蕊
吋
乳
。
目
’
特
・
8
・

（
2
0
）
O
h
．
国
「
≦
ぎ
勺
鋤
昌
o
h
ω
ぽ
ざ
　
§
ミ
い
⑦
昏
ミ
膏
ミ
ミ
・
門
。
昌
α
o
P
　
H
O
象
・

　
　
や
娼
・
①
●
o
I
Φ
①
●

（
2
1
）
註
6
参
照
。

（
2
2
）
↓
o
ぎ
国
ざ
」
＜
ミ
。
竃
O
鈎
ミ
q
黛
N
詩
ミ
馬
：
・
℃
魯
・
ミ
覧
こ
℃
℃
・
Q
o
I
O
・
…
↓
9
昌
9
零

呂
口
ω
Φ
口
8
　
勺
口
び
一
一
〇
〇
ユ
O
ω
　
い
一
日
分
Φ
山
》

㎝
9
　
ミ
「
Φ
O
け
O
…
目
O
一
昌
P
ざ
　
　
G
§
ミ
。
り

h
乳
9
　
b
の
・
　
窯
O
＜
国
同
F
　
］
．
㊤
¶
◎
　
や
N
ρ

ミ
逸
才
恥
、
黛
蕊
h
鳴
ご
b
、
貸
ミ
篤
§
三
二
噛
　
Z
①
≦

）　

ﾚ
O
一
昌
四
ざ
　
ミ
詩
魯
鳴
N
貸
蕊
晦
鳴
、
O
目
噂

）
拙
稿
「
メ
デ
ィ
チ
家
礼

問
」
（
本
年
三
月
の
九
州
芸
術
学
会
誌

）
↓
O
一
昌
拶
ざ
　
ミ
詩
尋
二
間
嵩
吋
ミ
O
目
［
糟

）　

U
『
”
同
一
〇
ω
　
］
」
O
一
旨
”
嘱
”
　
」
＜
監
O
◎
恥

さ
織
馬
口
恥
籟
り
　
男
O
目
”
＞
O
O
曽
ユ
Φ
ヨ
一
餌

）
　
、
辱
馬
刀
こ
O
．
①
．

）
　
｝
四
昌
日
O
ω
国
9
一
一
讐

】U

n
昌
匹
O
昌
噂
　
H
㊤
刈
O
鱒
　
O
・
も
Q
N
刈
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
く
黛
。
竃

H
㊤
刈
切
　
（
一
ω
け
O
自
・

駄
恥
馬
　
」
9
賊
る
り
恥
吋
§
“
　
駄
軌

0
9
け
・
　
　
昌
．
　
　
H
Q
◎
α
　
　
「
①
O
け
O

属
O
目
吋
》
　
H
㊤
刈
O
順
　
昌
・
ト
の
b
の
O
．

　
　
二
三
こ
や
O
’
①
ω
》

「
デ
・
ア
ル

　
　
　
　
　
　
Ω
o
凶



1．24

　
§
ざ
譜
ミ
§
肉
ミ
。
日
こ
b
b
」
Q
Q
q
Q
燭
H
ω
倉
H
Q
◎
Q
。
噛
H
も
。
O
．

（
2
3
）
客
霞
怠
口
≦
。
ぎ
9
お
①
5
ミ
詩
魯
災
§
鷺
、
o
§
恥
⑦
ミ
奪
、
ミ
噛
2
。
毛

　
囑
。
時
魍
O
o
ざ
日
三
騨
竿
⑦
ω
ω
糟
H
O
O
メ
や
◎
。
＝
．
…
匹
。
訂
島
国
冨
ロ
島
。
ぎ
。
び

　
ト
ミ
§
き
O
ミ
辱
ミ
覧
牢
g
o
Φ
8
戸
　
H
ミ
伊
や
．
ミ
鱒
　
三
一
9
0
一
き
α
q
Φ
ざ

　
は
こ
の
扉
を
「
天
国
の
門
」
と
呼
ん
で
、
絶
賛
し
た
と
い
う
。
窯
①
一
㌣

　
σ
臼
晦
Φ
「
は
、
O
ぼ
げ
臼
島
に
は
若
い
ア
ダ
ム
夫
妻
と
老
い
た
ノ
ア
夫
妻
の

　
組
合
せ
が
聖
書
と
の
照
合
よ
り
も
重
大
で
（
冒
・
ω
目
）
、
こ
れ
ら
は
四
季
の

　
寓
意
像
に
も
容
易
に
変
化
で
き
る
だ
ろ
う
（
戸
。
。
り
H
）
と
い
う
。
良
く
観

　
察
す
る
と
「
エ
ヴ
ァ
」
は
若
い
「
夕
」
と
ポ
ー
ズ
と
表
情
だ
け
で
な
く
、

　
額
に
巻
か
れ
た
布
ま
で
同
じ
で
あ
り
、
手
本
の
可
能
性
は
高
い
。
こ
の
疲

　
れ
た
表
情
と
動
作
は
「
大
洪
水
」
の
左
前
景
で
横
た
わ
る
女
性
に
引
き
継

　
が
れ
て
い
る
。
竃
博
畠
。
団
昌
α
q
g
o
に
は
人
生
の
苦
悩
の
表
現
と
見
え
た
に

　
違
い
な
い
。

（
2
4
）
国
の
窪
臼
O
o
a
8
U
o
け
ω
o
P
。
、
》
ロ
》
£
ロ
ω
ユ
衝
き
蓬
け
Φ
壱
話
冨
ゴ
8

　
0
断
　
竃
一
9
9
§
α
q
o
ざ
．
ω
　
o
o
馨
げ
。
　
O
巴
ぎ
σ
q
讐
　
勺
蕩
け
一
．
．
魍
　
↓
ミ
郎
ミ

　
切
ミ
、
ミ
き
》
冒
器
H
O
δ
噂
く
o
P
［
×
炉
Z
g
N
娼
』
匂
。
ド

（
2
5
）
中
世
の
動
物
寓
話
で
は
、
生
ま
れ
た
ラ
イ
オ
ン
の
子
は
父
ラ
イ
オ
ン
が

　
顔
に
息
を
吹
き
掛
け
て
生
命
を
取
り
戻
す
ま
で
の
三
日
間
死
ん
だ
ま
ま
で

　
あ
る
こ
と
か
ら
、
ラ
イ
オ
ン
は
復
活
の
象
徴
で
あ
っ
た
。
O
h
．
智
日
8

　
顯
鋤
拝
9
・
ミ
・
u
O
・
H
O
G
。
．
ま
た
初
期
キ
リ
ス
ト
教
美
術
で
は
ラ
イ
オ
ン

　
は
く
救
済
〉
の
象
徴
（
O
h
畳
甲
≦
毒
虫
p
ロ
o
h
ω
犀
ざ
§
§
守
：
■
樋
9
・
ミ
畿

　
，
自
’
）
。
メ
デ
ィ
チ
家
礼
拝
堂
は
く
キ
リ
ス
ト
の
復
活
V
と
く
救
済
〉

　
と
の
テ
ー
マ
を
持
つ
。
し
か
し
、
霊
興
。
巳
0
8
巨
。
の
「
ア
ン
ド
ロ
メ

　
ダ
の
解
放
」
（
O
”
勝
目
切
目
G
Q
－
H
㎝
）
で
ジ
ュ
リ
ア
ー
ノ
公
爵
が
ラ
イ
オ
ン
の
帽

　
子
（
ま
た
は
兜
）
を
被
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
の
関
係
も
注
意
す

　
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
ζ
一
9
巴
き
α
q
g
o
は
こ
の
一
致
を
利
用
し
た
か
も
し

　
れ
な
い
。

（
2
6
）
拙
著
「
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
作
「
メ
デ
ィ
チ
の
聖
母
」
の
意
義
」
（
本
年

　
三
月
大
阪
府
立
大
学
「
人
文
・
社
会
科
学
紀
要
」
掲
載
）
参
照
。

（
2
7
）
O
h
い
巳
ε
o
匡
】
）
ロ
ω
ω
8
さ
b
馬
恥
N
鳴
苛
ぎ
§
隣
§
恥
ミ
帆
き
ミ
§
隣
ミ
。
讐

　
切
ミ
、
ミ
δ
0
ρ
　
＄
戸
b
の
ミ
㊤
…
閏
母
芦
　
ミ
鰍
ミ
ミ
§
晦
ミ
9
　
Z
Φ
≦

　
く
。
鱒
（
H
Φ
刈
O
ン
美
術
出
版
社
（
H
㊤
誤
）
．
8
r
口
・
b
。
㊤
O
・

（
2
8
）
復
活
し
て
い
る
の
は
二
人
の
公
爵
た
ち
で
あ
る
。

（
2
9
）
罫
薯
①
ぎ
σ
。
お
Φ
が
§
ミ
計
召
・
。
。
。
。
。
。
山
。
。
ρ
ω
㊤
ピ
零
Φ
ぎ
ぴ
Φ
お
臼

　
は
「
河
の
神
」
を
「
時
の
四
書
」
と
同
じ
秩
序
の
よ
り
下
位
の
カ
テ
ゴ
リ

　
一
と
見
る
。
つ
ま
り
流
れ
続
け
る
永
遠
な
る
同
一
性
の
象
徴
と
見
る
。

　
漉
け
二
言
伽
q
興
は
℃
昌
o
h
ω
尊
と
は
全
く
逆
に
天
国
の
河
を
見
る
（
愚
・
鼠
赴

　
O
・
。
。
O
H
）
。

（
3
0
）
註
2
6
参
照
。

（
3
1
）
O
冨
＝
。
ω
↓
o
ぎ
曙
’
ミ
馬
韓
ミ
喬
§
鷺
ご
く
導
評
8
。
⑦
8
戸
　
H
O
謡
”

　
や
堂
膳
①
占
9
目
。
ぎ
瑠
は
ダ
ン
テ
を
引
用
す
る
が
、
「
神
の
国
」
第
十
三

　
巻
十
九
章
に
も
プ
ラ
ト
ン
の
説
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

（
3
2
）
写
巴
O
①
＃
ぎ
α
q
ρ
↓
譜
⑦
ミ
、
鳴
跡
ミ
⑦
§
ミ
ミ
ミ
。
ミ
ミ
§
譜

　
↓
ミ
O
ミ
ミ
鮎
§
ミ
毬
、
ミ
鳶
勃
ミ
、
ミ
§
竃
N
ミ
皆
♪
毛
。
ω
け
網
。
蒔
－

　
ω
三
「
ρ
H
㊤
。
。
ド
O
①
け
ぼ
轟
。
。
は
ロ
マ
ネ
ス
ク
の
教
会
ω
き
冒
一
巳
無
0
9

　
冒
。
三
。
の
正
面
及
び
説
教
壇
に
隠
さ
れ
た
牛
（
ヨ
ハ
ネ
の
象
徴
、
ミ
ト

　
う
と
太
陽
、
喉
を
支
配
す
る
星
座
）
の
ミ
ス
テ
リ
ー
を
解
明
し
て
、
西
洋

　
中
世
で
は
ユ
ニ
ー
ク
な
太
陽
中
心
の
イ
メ
ー
ジ
が
教
会
全
体
で
表
現
さ
れ

　
る
構
造
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
第
四
回
十
字
軍
の
略
奪
に
よ

　
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
古
代
世
界
の
イ
メ
ー
ジ
が
占
星
術
を
取
り
込
ん
だ
特



異
な
ミ
サ
の
儀
式
の
な
か
で
蘇
っ
て
い
る
。
彫
刻
と
司
祭
と
で
現
出
さ
せ

る
審
判
の
キ
リ
ス
ト
の
イ
メ
ー
ジ
は
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
に
影
響
を
及
ぼ
し

た
で
あ
ろ
う
。

〔
追
記
〕
本
稿
は
鹿
島
美
術
財
団
の
昭
和
五
十
九
年
度
調
査
研
究
助
成
に

　
　
　
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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